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恋
田

知
子

は
じ
め
に

古
く
は
奈
良
時
代
に
、
釈
迦
の
一
代
記
で
あ
る
『
過
去
現
在
因
果
経
』
を
も
と
に
し
た
『
絵
因
果
経
』
が
そ
の
淵
源
と
も
想
定
さ
れ
る
よ
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う
に
、
物
語
を
絵
画
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
絵
巻
文
化
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
我
々
日
本
人
の
心
を
と
ら
え
て
き
た
。
平
安
時
代
以

降
に
は
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
や
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
、
『
伴
大
納
言
絵
詞
』
な
ど
、
数
々
の
優
れ
た
作
品
が
制
作
さ
れ
た
一
方
、
寺
社
縁

起
や
高
僧
伝
な
ど
も
盛
ん
に
絵
巻
化
さ
れ
、
よ
り
多
彩
な
展
開
を
見
せ
る
に
い
た
る
。
と
り
わ
け
室
町
期
に
お
い
て
は
、
享
受
者
層
の
広
が

り
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
宮
廷
絵
師
な
ど
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
、
新
し
い
題
材
や
特
異
な
画
風
の
お
伽
草
子
絵
巻
が
制
作
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
貴
顕
に
よ
る
絵
巻
の
制
作
・
書
写
も
引
き
続
き
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
と
く
に
、
伏
見
宮
貞
成
親
王
の

よ
う
な
皇
族
や
足
利
将
軍
家
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
文
化
戦
略
の
一
手
段
と
し
て
、
絵
巻
が
盛
ん
に
書
写
さ
れ
、
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
の

評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
狩
野
派
や
土
佐
派
と
い
っ
た
貴
顕
の
御
用
絵
師
の
み
な
ら
ず
、
俵
屋
宗
達
や
岩
佐
又
兵
衛
の



よ
う
な
新
た
な
絵
師
の
出
現
に
と
も
な
い
、
古
典
へ
の
憧
慢
、
復
興
の
風
潮
と
あ
い
ま
っ
て
、
豪
華
絢
嫡
で
独
創
的
な
絵
巻
が
次
々
と
生
み

出
さ
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
美
術
史
学
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
そ
う
し
た
絵
巻
群
に
注
目
が
集
ま
り
、
実
質
的
に
は
江
戸
前
期
に
多
く
が

制
作
さ
れ
て
い
る
お
伽
草
子
の
絵
巻
を
除
け
ば
、
名
も
な
い
絵
師
に
よ
る
新
作
や
類
型
的
な
僧
伝
や
縁
起
な
ど
の
絵
巻
に
つ
い
て
は
あ
ま
り

注
意
が
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
国
文
学
に
お
い
て
、
か
ろ
う
じ
て
仮
名
草
子
作
者
の
か
か
わ
り
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う

し
た
意
味
で
は
、

い
わ
ば
中
世
と
近
世
の
端
境
期
に
あ
た
る
江
戸
初
期
は
、
絵
巻
研
究
史
に
お
け
る
空
白
期
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
初
期
に
新
た
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
制
作
要
請
や
所
持
と
い
っ
た
点
に

お
い
て
、
前
代
と
は
異
な
る
階
層
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
絵
巻
研
究
に
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
し
う
る
も
の
と
考
え
る
。

実
際
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
物
語
草
子
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
天
理
図
書
館
蔵
『
魚
太
平
記
」

休
の
よ
う
に
、
前
代
と
は
異
な
る
層
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
奥
書
に
見
ら
れ
る
尾
張
藩
医
小
宮
山
道
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
文
化
活
動
と
い
う
面
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
中
井
正
知
(
一
六
三
一

ー
一
七
一
五
)
と
杉
原
盛
安

(
?
1
一
六
四
九
1
?
)
と
い
う
こ
人
の
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
絵
巻

制
作
の
実
態
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

大
工
頭
中
井
正
知
と
そ
の
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
井
正
知
は
、
禁
裏
や
城
郭
を
は
じ
め
、
幕
府
の
負
担
に
よ
る
寺
社
の
新
築
造
営
・
修
復
工
事
を
担
当
し
、
建
物
の
設
計
と
施
工
を
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
京
大
工
頭
中
井
家
の
第
三
代
で
あ
る
。
大
和
法
隆
寺
大
工
の
出
身
で
、
徳
川
家
康
か
ら
京
大
工
頭
と
し
て
畿
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内
・
近
江
六
カ
国
の
大
工
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
た
中
井
家
初
代
正
清
の
甥
に
あ
た
り
、
第
二
代
正
侶
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
中
井
家



に
つ
い
て
は
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
京
大
工
頭
の
家
職
を
歴
代
世
襲
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主
に
近
世
建
築
史
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て

き
だo
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
正
保
四
(
一
六
四
七
)
年
に
大
工
頭
に
就
い
た
正
知
は
、
禁
裏
の
火
災
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
承
応
、
寛
文
、
(293) 

延
宝
と
三
度
に
わ
た
る
御
所
の
造
営
を
担
当
す
る
一
方
、
石
清
水
八
幡
宮
や
知
恩
院
、
泉
涌
寺
な
ど
、
戦
国
時
代
に
失
わ
れ
た
洛
中
洛
外
の

寺
社
の
復
興
に
も
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
万
治
二
(
一
六
五
九
)
年
の
江
戸
城
本
丸
造
営
の
際
に
は
主
水
正
に
改
め
、
宝

永
七
(
一
七
一
O
)
年
に
養
子
の
内
之
助
に
家
督
を
譲
っ
た
後
は
、
隠
居
し
て
浄
覚
と
改
名
し
た
と
い
う
。
北
山
鹿
苑
寺
の
住
持
で
公
家
出

身
の
鳳
林
承
章
の
日
記
『
隔
萱
(
記
』
に
は
、
正
知
は
「
大
工
の
主
水
」
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
職
務
か
ら
も
宮
中
や
貴
族
と

の
交
流
の
ほ
ど
を
う
か
が
わ
せ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
ん
な
正
知
が
、
あ
る
絵
巻
の
制
作
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。

天
和
三
(
一
六
八
三
)
年
に
、
天
台
真
盛
宗
の
開
祖
真
盛
(
一
四
四
三
|
九
五
)

の
伝
記
で
、
『
西
教
寺
中
興
真
盛
上
人
伝
』
と
題
さ
れ
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縁
起
』

る
絵
巻
が
制
作
さ
れ
た
。
現
在
、
上
京
に
位
置
す
る
天
台
真
盛
宗
の
西
方
尼
寺
に
蔵
さ
れ
、
宗
祖
の
伝
記
五
巻
に
、
政
文
一
巻
、
『
西
方
寺

一
巻
を
付
す
こ
と
か
ら
、
『
西
方
尼
寺
伝
』
と
通
称
さ
れ
る
絵
巻
で
あ
る
(
以
下
、
「
西
方
尼
寺
伝
』
)
。
そ
の
政
文
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

右
真
盛
上
人
絵
縁
起
五
巻
は
、
西
方
寺
の
信
久
比
丘
尼
携
来
て
云
、
此
数
巻
は
寛
文
年
中
、
五
篠
亜
相
為
庸
卿
、
西
教
寺
の
縁
起
を
以

て
書
王
に
仰
て
書
潟
せ
し
め
、
則
智
玉
比
丘
尼
に
付
与
せ
ら
れ
し
後
、
詞
書
を
い
れ
む
と
し
て
終
に
士
山
を
遂
す
化
せ
り
。
信
久
尼
其
宿

志
を
み
て
む
と
す
れ
と
も
、
無
縁
に
し
て
年
月
旋
轄
た
り
。
正
知
亦
是
を
思
て
や
ま
す
。
然
ゆ
へ
は
、
悲
母
在
世
此
寺
に
坂
依
し
て
、

平
素
供
悌
施
僧
を
勤
修
し
、
ひ
た
す
ら
寺
門
の
昌
盛
綿
遡
な
ら
む
事
を
祈
ら
る
、
日
尚
し
、
且
は
彼
亡
母
の
冥
福
善
縁
の
た
め
、
且
は

在
世
慈
恩
報
謝
の
志
願
あ
り
。
子
時
天
和
元
年
冬
十
月
適

楊
明
公
塊
門
下
に
侍
し
日
経
時

台
聴
に
達
し
、
恭

御
家
門
伺
候
の
卿



相
君
子
、
旨
を
仰
て
其
詞
書
不
日
に
し
て
成
ぬ
。
剰
外
題
は

家
照
公
貴
筆
を
そ
め
ら
る
。
彼
云
此
云
永
代
彼
寺
門
の
栄
達
何
事
か
是

に
過
む
や
。
且
後
詮
の
た
め
其
来
由
を
し
て
巻
末
の
椿
尾
を
け
か
し
た
て
ま
つ
ら
し
む
る
者
也
失
。
天
和
三
年
九
月
廿
九
日

下
主
水
正
橘
正
知

従
五
位

こ
の
政
文
の
最
後
に
見
え
る
「
従
五
位
下
主
水
正
橘
正
知
」
こ
そ
、
先
の
京
大
工
頭
中
井
正
知
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。

『
西
方
尼
寺
伝
』
は
、
政
文
の
内
容
か
ら
二
段
階
の
制
作
過
程
を
経
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
と

し
て
は
、
寛
文
年
中
に
五
候
為
庸
が
西
教
寺
の
縁
起
に
基
づ
き
、
画
工
に
絵
を
描
か
せ
、
そ
れ
を
西
方
尼
寺
の
智
玉
尼
に
与
え
た
も
の
の
、

調
書
を
加
え
る
前
に
尼
僧
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
頓
挫
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
為
庸
が
画
工
に
写
さ
せ
た

-305-

も
と
と
な
っ
た
「
西
教
寺
の
縁
起
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
も
そ
も
真
盛
伝
の
お
お
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
真
盛

の
入
滅
直
後
、
弟
子
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
三
巻
(
以
下
、
『
往
生
伝
記
』
)
で
あ
る
。
真
盛
の
中
陰
中
に
、
弟
子
の

真
生
が
臨
終
と
葬
送
の
様
子
か
ら
生
涯
の
出
来
事
を
書
き
記
し
、
書
簡
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
編
年
体
の
伝
記
は
下
巻
の
み
で
あ
り
、

上
・
中
巻
に
わ
た
っ
て
入
滅
直
後
の
様
子
を
記
し
、
往
生
伝
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
原
本
は
散
逸
し
た
も
の
の
、
真
盛

三
十
三
回
忌
に
あ
た
る
大
永
六
(
一
五
二
六
)
年
に
、
弟
子
の
盛
音
が
書
写
し
た
古
本
が
西
教
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

一
方
、
十
六
世
紀
前

期
頃
、
盛
音
の
弟
子
に
あ
た
る
盛
俊
(
?
|
一
五
五
六
。
伊
勢
山
田
の
善
光
寺
開
基
)
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
『
真
盛
上
人
絵
伝
記
』
六
巻
(
以

下
、
『
絵
伝
記
』
)
が
あ
り
、
幼
少
期
か
ら
入
滅
、
往
生
の
奇
瑞
ま
で
を
四
十
八
願
に
擬
し
て
四
十
八
段
と
し
、
漢
文
体
の
『
往
生
伝
記
』
に

よ
り
な
が
ら
絵
を
主
と
し
た
和
文
で
記
さ
れ
た
絵
巻
と
な
っ
て
い
る
。
原
本
は
明
治
期
に
焼
失
し
た
も
の
の
、
慶
安
二
(
一
六
四
九
)
年
の

転
写
本
が
武
生
の
引
接
寺
に
伝
存
し
て
お
り
、
ま
た
少
し
遅
れ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
西
教
寺
に
も
伝
存
す
る
。
『
西
方
尼
寺
伝
』
の
挿
絵
は
、
(292) 



『
絵
伝
記
』
原
本
の
転
写
本
で
あ
る
引
接
寺
蔵
本
に
比
し
て
、
西
教
寺
蔵
本
の
挿
絵
の
構
図
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
「
西
教
寺
の
縁
起
」
と
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は
お
そ
ら
く
西
教
寺
蔵
『
絵
伝
記
』
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
為
庸
に
つ
い
て
は
、
西
教
寺
、
西
方
尼
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
と
の

か
か
わ
り
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
先
に
ふ
れ
た
『
隔
箕
記
』
の
寛
永
一
七
(
一
六
三
三
)
年
七
月
一
六
日
条
の
記
事
に

よ
れ
ば
、
鳳
林
の
も
と
を
毎
年
訪
れ
る
四
人
の
老
婦
人
の
う
ち
、
西
方
尼
寺
の
真
盛
豆
を
持
参
す
る
清
甫
な
る
尼
が
、
『
隔
莫
記
』
研
究
で

は
西
方
尼
寺
の
尼
僧
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
『
隔
莫
記
』
の
同
時
期
の
記
事
に
五
候
為
庸
の
来
訪
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
鳳
林
を

介
し
て
西
方
尼
寺
の
尼
と
為
庸
が
交
流
し
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
第
二
段
階
と
し
て
、
絵
の
み
伝
わ
っ
て
い
た
真
盛
上
人
伝
に
詞
書
を
付
そ
う
と
尽
力
し
た
の
が
、
「
西
方
尼
寺
伝
」
の
施
主
と
な
っ

た
中
井
正
知
な
の
で
あ
る
。
欧
文
に
よ
れ
ば
、
西
方
尼
寺
の
信
久
尼
に
依
頼
さ
れ
た
正
知
は
、
亡
き
母
が
西
方
尼
寺
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と

て
完
成
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
箱
裏
書
き
に
は
、
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な
ど
か
ら
本
絵
巻
の
制
作
に
尽
力
し
、
近
衛
(
森
県
を
中
心
と
し
た
貴
族
に
、
詞
書
の
書
写
を
依
頼
、
天
和
三
(
一
六
八
一
二
)
年
に
絵
巻
と
し

一
真
盛
上
人
伝
詞
書
筆
者

願
主
信
久
尼

巻
第

万
里
小
路
中
納
言
淳
房
卿

巻
第

竹
屋
右
衛
門
佐
光
忠
朝
臣

巻
第
三

平
松
少
納
言
時
方
朝
臣

巻
第
四

石
井
少
納
言
行
豊
朝
臣

巻
第
五

竹
内
三
位
惟
庸
卿

西
方
寺
縁
起

萩
原
左
衛
門
佐
員
従
朝

臣

外
題
御
筆

家
照
公

政
一
巻
筆
記
無
禅

天
和
三
塁
〈
亥
年
九
月
二
十
九
日
施
主

橘
正
知

と
あ
る
他
、
各
巻
末
に
も
家
照
の
家
司
た
ち
の
名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
当
代
の
能
書
家
や
有
職
故
実
家
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
方
尼
寺
の
尼
僧
と
正
知
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
も
、
『
隔
萱
(
記
』
寛
文
二
(
一
六
六
二
)
年
二
月
二
日
条
に
、
「
大



工
之
主
水
来
、
金
閣
之
園
見
之
、
北
野
能
易
潟
案
内
者
、
被
来
也
」
と
あ
り
、
正
知
が
北
野
の
目
代
を
通
じ
て
鳳
林
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
西
方
尼
寺
の
位
置
す
る
北
野
の
周
辺
に
お
け
る
交
流
が
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
家
照
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
絵
巻
制
作
以
後
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
家
照
の
回
顧
録
『
塊
記
」

の
享
保
一
二
(
一
七
二
七
)

年
十
月
一
五
日
条
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

。
中
井
、
王
水
定
覚
ガ
、
常
修
院
殿
エ
ノ
咽
シ
ニ
、
昔
、
ン
加
藤
越
中
守
ハ
武
威
ノ
天
下
ニ
カ
ク
レ
ナ
キ
者
ナ
リ
シ
ガ
、
茶
ノ
湯
ノ
沙
汰
ハ

サ
マ
デ
問
、
ザ
リ
シ
ガ
、
或
時
所
望
ニ
テ
、
金
森
宗
和
へ
参
ラ
レ
シ
ガ
、
甚
ダ
唱
嘆
ニ
テ
、
宗
和
ノ
茶
ハ
名
人
ト
謂
ツ
ベ
シ
。
我
所
望
セ

シ
ハ
、
全
ク
茶
ノ
儀
ニ
ア
ラ
ズ
、
其
気
ノ
ヒ
ツ
パ
ル
所
ヲ
見
ン
ト
欲
シ
テ
也
。
チ
ヨ
ッ
ト
炭
取
ヲ
持
テ
出
ラ
レ
シ
ヨ
リ
、

一
礼
ヲ
述
ケ
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一
毛
ノ
ス
キ
マ
モ
ナ
ク
テ
、
終
ニ
鑓
ヲ
得
入
レ
ズ
ト
語
ラ

レ
シ
が
、
誠
二
御
上
手
也
ト
承
リ
及
ピ
ヌ
ト
申
タ
リ
ケ
レ
パ
、
常
修
院
殿
、
サ
コ
ソ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ト
テ
、
大
イ
ニ
嬉
リ
カ
リ
也
。

ル
マ
→
ア
ニ
、ス
キ
ア
ラ
バ
鑓
ヲ
入
ベ
シ
ト
ネ
ラ
イ
シ
ガ
、
気
ノ
満
タ
ル
慮
、

こ
の
他
『
塊
記
』
に
は
、
引
退
後
「
常
覚
」
と
改
名
し
た
と
さ
れ
る
正
知
に
つ
い
て
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
交
流
の
ほ
ど

が
う
か
が
い
知
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
従
来
、
京
大
工
頭
と
い
う
職
掌
に
よ
っ
て
の
み
評
価
さ
れ
て
き
た
正
知
で
は
あ
る
が
、
「
西
方
尼
寺
伝
』

の
存
在
か
ら
、

い
わ
ば
彼
を
中
心
と
し
た
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
絵
巻
制
作
の
実
態
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
建
築
界
の
活
況
が
寛
永
期
に
頂
点
を

迎
え
た
後
は
幕
府
に
よ
り
入
札
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
井
家
は
財
政
破
綻
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。
本
絵
巻
が
制
作
さ
れ

た
天
和
三
(
一
六
人
三
)
年
は
、
そ
の
よ
う
な
中
井
家
の
財
政
に
陰
り
が
見
え
は
じ
め
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
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は
財
力
に
も
の
を
い
わ
し
て
作
ら
せ
た
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
彼
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
成
果
で
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あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
杉
原
盛
安

「
源
氏
物
語
』
千
年
紀
に
あ
た
る
本
年
、
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
称
さ
れ
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
十
七
世
紀
中
頃
に
制
作
さ

れ
た
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
が
あ
る
。
従
来
、
そ
の
一
部
と
し
て
、
石
山
寺
蔵
の
「
末
摘
花
」
上
巻
、
ス
ペ
ン
サ
l

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
「
末

摘
花
」
中
・
下
巻
お
よ
び
「
帯
木
」
一
巻
、
パ
i

ク
財
団
蔵
「
賢
木
」
断
筒
、
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
「
葵
」
六
巻
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
に
加
え
、
パl
ク
蔵
本
の
連
れ
で
あ
る
個
人
(
ベ
ル
ギ
ー
)
蔵
「
賢
木
」
断
筒
、
お
よ
び
徳
川
美
術
館
寄
託
「
桐
壷
」
三
巻
(
個
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人
蔵
)
が
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
が
、
も
し
五
十
四
帖
に
わ
た
っ
て

制
作
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
我
が
国
の
絵
巻
物
史
上
、
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
な
絵
巻
制
作
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
後

水
尾
院
と
そ
の
周
辺
の
九
条
家
を
中
心
と
す
る
公
家
衆
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
関
与
し
た
杉
原
盛
安
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
来
歴
な
ど
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
か
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
れ
ず
に
き
た
。
稿
者
は
か
つ
て
、
別
の
絵
巻
に
つ
い
て
の
検
討
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
盛
安
に
注
目
し
、
『
源

氏
物
語
絵
巻
』
に
付
さ
れ
た
印
記
の
存
在
か
ら
考
察
を
お
こ
な
っ
た

)
Oす
な
わ
ち
、
先
に
あ
げ
た
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
伝
存
本
の
う

ち
、
石
山
寺
蔵
「
末
摘
花
」
上
巻
、
ス
ペ
ン
サ
I

の
「
末
摘
花
」
中
・
下
巻
お
よ
び
「
帯
木
」
一
巻
に
確
認
さ
れ
る
「
盛
安
」
の
朱
文
円
印
、

お
よ
び
「
杉
原
/
出
雲
」
の
単
辺
方
形
印
の
存
在
で
あ
る
。
杉
原
盛
安
の
名
は
、
管
見
の
限
り
、
人
名
辞
典
や
系
図
の
類
に
は
見
い
だ
せ
ず
、

「
盛
安
」
、
「
杉
原
出
雲
」
の
印
記
に
つ
い
て
も
従
来
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、
桓
武
平
氏
の
流
れ
を
汲
む
杉



原
氏
は
、
各
地
に
多
く
の
子
孫
を
残
し
て
い
る
が
、
『
雲
州
軍
話
』
に
「
永
禄
九
年
云
々
、
杉
原
播
磨
守
盛
重
は
美
保
関
取
出
の
付
城
を
構
ふ
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
印
記
に
見
ら
れ
る
「
杉
原
出
雲
」
も
杉
原
氏
の
受
領
地
を
示
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」

に
も
そ
の
印
記
が
付
さ
れ
る
の
み
で
盛
安
の
詳
細
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
大
規
模
な
源
氏
物
語
絵
巻
制
作
に
関
与
し
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
を
考
察
す
る
上
で
も
見
過
ご
せ
な
い
人
物
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
盛
安
は
先

の
中
井
正
知
同
様
、
自
ら
施
主
と
な
り
、
絢
澗
豪
華
な
絵
巻
二
軸
の
制
作
・
奉
納
を
も
お
こ
な
っ
て
い
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
慶

安
二
(
一
六
四
九
)
年
に
北
野
の
廻
向
院
に
奉
納
さ
れ
、
現
在
、
岩
瀬
文
庫
に
伝
存
す
る
「
釈
迦
井
観
音
縁
起
』
絵
巻
(
以
下
、
岩
瀬
本
)

で
あ
る
。

岩
瀬
本
は
、
日
本
撰
述
の
偽
経
と
推
察
さ
れ
る
『
観
世
音
菩
薩
往
生
浄
土
本
縁
経
』
(
以
下
、
『
本
縁
経
』
)
を
和
文
化
し
た
絵
巻
で
あ
る
。

『
本
縁
経
』
は
、
王
舎
城
鷲
峰
山
頂
の
釈
迦
の
会
座
に
お
い
て
、
観
世
音
菩
薩
が
惣
持
自
在
菩
薩
に
対
し
て
、
極
楽
世
界
の
往
生
浄
土
の
因

縁
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
の
因
縁
と
し
て
「
早
離
速
離
」
の
兄
弟
の
悲
話
が
語
ら
れ
る
。
幼
く
し
て
実
母
と
死
別
し
た
兄
弟
が
継
母

に
よ
っ
て
孤
島
に
捨
て
ら
れ
、
死
後
、
観
音
・
勢
至
と
な
る
と
い
う
「
早
離
速
離
」
語
に
つ
い
て
は
、
早
く
岡
見
正
雄
氏
に
よ
り
、
中
世
の

唱
導
世
界
に
お
い
て
享
受
さ
れ
、
お
伽
草
子
『
月
日
の
本
地
』
な
ど
の
本
地
物
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
説
話
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
幻o
岩
瀬
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
「
早
離
速
離
」
説
話
の
物
語
草
子
化
と
い
う
把
握
が
出
来
る
の
だ
が
、
そ
の
一
方
、
釈
迦
の
説

法
に
は
じ
ま
り
「
早
離
速
離
」
語
や
讃
備
に
い
た
る
ま
で
、
『
本
縁
経
』
全
文
を
そ
の
ま
ま
和
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
絵

巻
と
し
て
の
制
作
意
図
も
考
え
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
豪
華
な
装
丁
で
仕
立
て
ら
れ
た
岩
瀬
本
に
は
、
『
本
縁
経
」
の
内
容
に
そ
っ
た
形
で
上

下
巻
あ
わ
せ
て
十
四
図
の
挿
絵
が
付
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
精
綴
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
岩
瀬
本
の
欧
文
に
は
、
そ
の
よ
う
な
絵
巻
を
制

作
し
た
意
図
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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寛
永
之
比
、
我
蒙
不
思
議
之
霊
夢
。
始
而
奉
拝
此
爾
尊
者
、
坐
長
二
す
七
分
横
一
寸
七
分
之
園
木
之
中
、
奉
開
見
。

一
方
者
釈
迦
之
像
〈
前
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有
阿
難
/
迦
葉
二
尊
者
〉
、
一
方
者
観
音
之
像
〈
前
有
惣
持
/
自
在
菩
薩
〉
。
以
栴
檀
刻
其
尊
容
、
頗
可
為
偽
作
者
欺
。
旦
亦
二
尊
之
相
好
、

偏
相
叶
観
世
音
本
縁
経
之
説
。
依
之
以
此
経
、
為
和
訓
加
盈
園
、
則
奉
為
縁
起
、
花
洛
北
野
廻
向
院
令
寄
進
者
也
。
誠
如
説
一
切
之
衆

生
、
現
世
者
福
智
願
望
速
令
満
足
、
未
来
者
往
生
浄
土
必
可
無
疑
者
也
。
慶
安
第
二
戊
子
姑
洗
中
溝

施
主
平
盛
安
(
「
杉
原
/
出
雲
」

単
辺
方
形
墨
印
)

す
な
わ
ち
、
釈
迦
と
観
音
の
像
に
か
か
わ
る
霊
夢
を
蒙
り
、
そ
れ
ら
が
『
本
縁
経
』
の
説
く
様
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
同
経
を
和
文
化
し
て

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
巻
の
末
尾
に
は
、
別
筆
で
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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絵
を
付
置
し
た
縁
起
を
制
作
し
、
北
野
の
廻
向
院
に
寄
進
し
た
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
制
作
発
願
者
と
し
て
平
(
杉
原
)
盛
安
の
名
が
記

我
昔
依
宿
習
之
芳
縁
、
得
端
正
微
妙
之
霊
像
。
伏
拝
其
儀
式
、
宛
合
往
生
浄
土
本
縁
之
説
。
誠
権
化
之
所
作
、
凡
郡
山
豆
可
窺
之
乎
。
愛

有
俗
士
。
名
椙
原
氏
盛
安
。
依
此
霊
像
、
蒙
不
思
議
之
瑞
夢
。
最
信
仰
之
運
十
鈴
年
之
思
、
以
和
字
書
本
経
、
加
図
模
縁
起
、
欲
令
男

女
貴
賎
早
解
本
経
之
素
意
而
巳
。
可
謂
出
離
生
死
之
霊
賓
、
往
生
利
土
之
範
鑑
者
也
失
。
慶
安
二
〈
戊
/
子
〉
年
仲
春
吉
辰

こ
の
書
写
者
は
、
昔
「
端
正
微
妙
之
霊
像
」
を
得
た
と
し
て
お
り
、
そ
の
「
霊
像
」
に
よ
っ
て
、
俗
士
「
椙
原
氏
盛
安
」
が
瑞
夢
を
蒙
っ
た

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
奉
納
先
の
廻
向
院
の
僧
が
書
き
加
え
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



北
野
廻
向
院
は
、
現
在
の
上
京
区
東
竪
町
に
位
置
し
、
阿
弥
陀
仏
を
本
尊
と
す
る
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
本
尊
の
阿
弥

陀
を
ふ
く
め
、
寺
宝
や
古
記
録
類
は
現
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
奉
納
の
後
、
岩
瀬
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
に
い
た
る
ま
で
、
本
絵
巻
が
ど
の
よ
う
な

伝
来
を
遂
げ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
京
都
坊
日
誌
』の
廻
向
院
の
箇
所
に
は
、
寛
永
五

(
一
六
一
八
)
年
に
海
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
と
い
う
如
意
輪
観
音
の
伝
承
が
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の
政
文
の
「
寛
永
の
比
」
に
夢
を
見
た
と

す
る
記
事
と
の
呼
応
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
寛
文
人
(
一
六
六
八
)
年
刊
の
『
山
城
国
中
浄
家
寺
鑑
』
に
も
、
こ
の
海
中
出
現
の
如
意

輪
観
音
像
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
上
、
海
中
出
現
の
像
と
は
別
に
立
項
さ
れ
た
「
赤
栴
檀
を
以
て
比
首
相
殉
摩
の
作
」
と
す
る
「
如
意
輪
観

音
大
士
の
尊
像
」
に
つ
い
て
「
縁
起
」
が
あ
り
、
「
参
詣
し
て
拝
み
奉
り
此
来
歴
を
も
聞
給
ふ
へ
き
者
也
」
と
記
す
。
海
中
出
現
の
如
意
輪

観
音
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
十
七
世
紀
半
ば
の
廻
向
院
に
、
観
音
像
に
対
す
る
「
縁
起
」

の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
非
常
に
興
味
深
い
。
実
際
、
絵
巻
が
奉
納
さ
れ
た
当
時
の
廻
向
院
に
は
、
本
尊
の
阿
弥
陀
と
は
別
に

如
意
輪
観
音
像
が
安
置
さ
れ
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
寛
永
五
年
の
観
音
出
現
と
い
う
奇
瑞
こ
そ
が
、
縁
起
絵

巻
制
作
の
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
単
な
る
経
典
の
和
文
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
江
戸
初
期
に
お
け
る

縁
起
絵
巻
の
制
作
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
寛
永
の
海
中
出
現
を
契
機
に
、
廻
向
院
の
知
意
輪
観
音
像
に
対
す
る
人
々
の
信
仰
が

高
ま
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
観
音
を
語
る
縁
起
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
絵
巻
化
に
直
接
か
か
わ
っ
た
人
物
が
、
杉
原
盛

安
な
の
で
あ
っ
た
。

岩
瀬
本
の
上
下
巻
末
に
は
、
先
の
ス
ペ
ン
サ

l

蔵
「
帯
木
」

一
巻
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
「
杉
原
出
雲
」
の
単
辺
方
形
印
が
付
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
「
葵
」
六
巻
に
は
奥
書
や
印
記
は
な
い
も
の
の
、
七
宝
花
文
の
銅
製
の
軸
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
岩
瀬
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本
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
同
様
な
軸
は
石
山
寺
蔵
本
に
も
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
一
連
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
』
と
岩
瀬
本
と
の
制
作
上
の



関
連
を
う
か
が
わ
せ
る
。
実
際
に
制
作
・
奉
納
を
お
こ
な
っ
た
岩
瀬
本
の
事
例
か
ら
、
「
幻
の
源
氏
物
語
絵
巻
」
制
作
に
お
い
て
も
、
盛
安

の
関
与
や
役
割
の
ほ
ど
を
よ
り
重
視
し
、
検
討
す
べ
き
も
の
が
あ
る
、
だ
ろ
う
。

(285) 

絵
巻
を
制
作
・
奉
納
し
た
盛
安
と
奉
納
先
の
廻
向
院
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
古
記
録
類
も
伝
存
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
廻
向
院
の
境
内
に
は
、
江
戸
中
期
の
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
長
沢
芦
雪
や
、
万
剣
彫
刻
の

工
匠
一
宮
長
常
な
ど
の
墓
所
が
あ
り
、
工
芸
関
係
者
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
盛
安
に
つ
い

て
も
、
そ
の
よ
う
な
関
連
か
ら
、
「
本
縁
経
』
を
絵
巻
と
し
て
制
作
・
奉
納
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
盛

安
は
『
名
銀
、
秘
惇
書
』
な
る
万
剣
に
つ
い
て
の
秘
伝
書
を
も
書
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

杉
原
盛
安
と
そ
の
文
化
営
為
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東
京
国
立
博
物
館
に
蔵
さ
れ
る
『
名
叙
秘
惇
書
』
は
、
源
義
家
が
八
幡
宮
参
龍
の
際
に
摩
利
支
天
よ
り
授
か
っ
た
、
万
の
善
悪
を
見
分
け

る
秘
伝
の
書
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
に
は
、

寛
永
七
庚
午
暦
九
月
十
一
日
、
高
橋
新
五
左
衛
門
尉
、
右
相
惇
之
一
巻
令
書
留
者
也
。
明
暦
元
乙
未
九
月
廿
八
日

円
印
)
進
上

平
盛
安
(
「
盛
安
」

と
あ
り
、
寛
永
七
(
一
六
三
O
)
年
に
高
橋
新
五
左
衛
門
尉
が
相
伝
し
た
書
を
、
明
暦
元
年
(
一
六
五
五
)
に
平
盛
安
が
写
し
た
と
す
る
。

秘
伝
書
と
い
う
本
書
の
性
格
か
ら
す
る
と
、
書
写
者
で
あ
る
盛
安
も
ま
た
、
万
剣
に
か
か
わ
る
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま



た
、
寛
文
元
年
(
一
六
六
二
写
の
『
日
本
書
紀
目
録
』

の
奥
書
に
も
、

子
時
寛
文
元
辛
丑
年
立
冬
之
日
〈
杉
原
出
雲
〉
平
盛
安

と
あ
り
、
「
杉
原
出
雲
」
お
よ
び
「
平
盛
安
」
の
名
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。
岩
瀬
本
の
制
作
・
奉
納
を
お
こ
な
っ
た
盛
安
に
は
、
書
写
者
・

故
実
家
た
る
側
面
が
う
か
が
え
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
管
見
に
入
っ
た
盛
安
に
よ
る
書
写
本
は
、
こ
の
二
書
の
み
で
あ
る
が
、
先
の
『
名
剣

秘
惇
書
』
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
盛
安
」
の
円
印
は
、
石
山
寺
、
お
よ
び
ス
ペ
ン
サ
i

蔵
「
末
摘
花
」
巻
末
の
そ
れ
と
同
一
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
『
源

氏
物
語
絵
巻
』
の
調
書
の
書
写
者
は
四
辻
季
賢
な
ど
同
時
代
の
堂
上
貴
族
で
あ
り
、
岩
瀬
本
が
豪
華
か
つ
精
綴
な
仕
立
て
で
あ
る
の
に
加
え
、

軸
の
共
通
性
を
も
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
岩
瀬
本
の
制
作
発
願
者
に
し
て
、
「
名
叙
秘
停
童
日
』や
『
日
本
書
紀
目
録
』
を
も
書
写
し
て
い

た
杉
原
盛
安
は
、
江
戸
初
期
の
絵
巻
制
作
に
お
け
る
、

い
わ
ば
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
江
戸
初
期
の
絵
巻
の
発
願
・
制
作
に
携
わ
っ
た
杉
原
盛
安
は
、
そ
の
印
記
の
存
在
か
ら
、
典
籍
蒐
集
家
と
し

て
の
顔
も
の
ぞ
か
せ
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
「
盛
安
」
の
円
印
に
つ
い
て
は
、
擦
消
さ
れ
て
判
読
し
に
く
い
も
の
の
、
国
会
図
書
館
蔵
『
聖

の
各
冊
一
丁
目
表
の
右
下
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
は
、
江
戸
前
期
に
寄
合
書
さ
れ
た
も
の
と

徳
太
子
伝
』
(
覚
什
本
。
十
冊
)

判
断
さ
れ
、
お
そ
ら
く
蔵
書
印
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
に
加
え
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
二
種
の
書
物
に
盛
安
の
印
記
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
金
泥
・
金
箔
を
豊
富
に
使
っ
た
華
麗
な
料
紙
で
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
本
書
は
、
黒
色
漆
に
花
草
を
配

一
つ
は
、
室
町
末
期
写
と
さ
れ
る

『
二
十
一
代
集
』
(
桂
宮
本
)

し
た
金
蒔
絵
を
施
す
外
箱
、
お
よ
び
重
ね
箱
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
嫁
入
り
本
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
全
四
八
冊
の
各
帖
末

(284) 



尾
左
下
に
、
「
杉
原
/
出
雲
」
の
単
辺
方
形
朱
印
と
「
盛
安
」
の
鼎
形
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
印
記
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬

本
、
お
よ
び
ス
ペ
ン
サ
i

蔵
「
帯
木
」
巻
末
の
そ
れ
と
同
一
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
本
書
に
は
、
全
冊
を
通
し
て
の
伝
来
を
あ
ら
わ
す
奥

書
、
識
語
の
類
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
盛
安
に
よ
る
制
作
の
可
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
室
町
末
期
の
写
し
と
推
察
さ
れ
る
状

態
を
勘
案
す
る
と
、
や
は
り
盛
安
の
蔵
書
印
と
し
て
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
二
十
一
代
集
』
と
し
て
は
、
現
存
最
古
の
伝
本
群
に

属
す
も
の
と
み
な
さ
れ
る
、
豪
華
な
装
丁
の
本
書
を
所
持
し
て
い
た
点
で
、
盛
安
の
教
養
や
財
力
、
交
流
圏
を
推
測
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

で
あ
る
。
本
書
に
お

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
盛
安
の
印
記
が
確
認
さ
れ
る
の
が
、
天
和
二
(
一
六
八
二
)
年
写
「
文
明
歌
合
』
(
鷹
司
本
)

け
る
歌
合
と
は
、
文
明
一
四
(
一
四
八
二
)
年
六
月
一

O
日
に
、
九
代
将
軍
足
利
義
尚
が
主
催
し
た
百
香
歌
合
で
あ
り
、
義
尚
家
主
催
の
歌

合
の
中
で
最
も
規
模
の
大
き
い
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
二
七
種
の
伝
本
が
判
明
し
て
お
問
、
書
陵
部
に
三
種
蔵
さ
れ
る
う
ち

の
一
本
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
判
者
で
あ
る
飛
鳥
井
雅
親
の
後
記
が
付
さ
れ
、
末
尾
に
別
筆
で
、

天
和
二
年
端
月
十
四
日
/
以
亮
憲
自
筆
本
令
校
合
畢

と
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
明
応
二
(
一
四
九
三
)
年
に
『
和
歌
深
秘
抄
』
を
著
し
た
嘉
憲
の
自
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
奥
書
の
左
下
末
尾
に
、
「
平
杉
原
/
出
雲
守
」
の
単
辺
方
形
朱
印
が
付
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
丁
目
表
右
下
に
は
、
石
山
寺
蔵
本
な

ど
と
同
一
の
「
盛
安
」
の
朱
円
印
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
盛
安
に
つ
い
て
最
初
に
確
認
で
き
る
書
写
奥
書
が
、
岩
瀬

本
の
慶
安
二
(
一
六
四
九
)
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
天
和
年
間
は
盛
安
存
命
期
に
あ
た
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
嘉
憲
自
筆
本
と

校
合
し
た
と
す
る
奥
書
の
筆
を
見
る
限
り
で
は
同
筆
と
は
言
い
難
く
、
こ
れ
も
や
は
り
蔵
書
印
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(283) -314-



加
え
て
こ
の
た
び
、
三
重
県
立
図
書
館
蔵
『
古
今
集
釈
義
』
、
お
よ
び
中
川
博
夫
氏
蔵
『
山
家
集
」
に
も
、
「
盛
安
」
の
朱
円
印
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
重
県
立
図
書
館
蔵
『
古
今
集
釈
義
』
は
、
荷
田
春
満
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
山
名
政
胤
を
輩
出
し
、
三
重
県

最
古
の
寺
子
屋
の
師
匠
で
あ
り
、
藤
堂
家
ゆ
か
り
の
神
社
を
管
理
し
て
い
た
家
柄
で
あ
る
山
名
家
蔵
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
条
兼
良
著
『
古

の
江
戸
前
期
の
写
し
と
目
さ
れ
、
奥
書
か
ら
藤
原
資
直
書
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
東
山
御
文
庫
に
親
本
の
資

直
筆
『
古
今
集
釈
義
』
が
伝
わ
か

)
O本
書
の
一
丁
表
に
書
陵
部
蔵
『
二
十
一
代
集
』
と
同
一
の
「
盛
安
」
の
鼎
型
朱
印
、

今
集
釈
義
』

一
丁
裏
に
石
山
寺

蔵
本
な
ど
と
同
一
の
「
盛
安
」
の
朱
円
印
、
十
八
丁
裏
に
書
陵
部
蔵
『
文
明
歌
合
』
と
同
一
の
「
平
杉
原
/
出
雲
守
」
の
単
辺
方
形
朱
印
の

三
頼
の
盛
安
印
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
、
中
川
博
夫
氏
蔵
『
山
家
集
』
に
も
、
先
の
「
盛
安
」
の
朱
円
印
(
一
丁
裏
)
、
お
よ
び
「
平

杉
原
/
出
雲
守
」
の
単
辺
方
形
朱
印
(
奥
書
右
下
)
に
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
前
期
の
写
し
と
推
察
さ
れ
る
『
古
今
集
釈
義
」
、
『
山

家
集
』
に
捺
さ
れ
た
盛
安
印
も
や
は
り
蔵
書
印
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

先
の
書
陵
部
蔵
『
二
十
一
代
集
』
「
文
明
歌
合
』
に
加
え
、
『
古
今
集
釈
義
」
や
『
山
家
集
』
な
ど
歌
書
の
類
に
も
、
盛
安
の
蔵
書
印
が
見

い
だ
せ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
歌
書
類
を
蒐
集
し
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
絵
巻
制
作
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
、
堂
上
貴
族
と
交
流
す

る
な
か
で
和
歌
の
教
養
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
物
語
絵
巻
や
縁
起
絵
巻
の
み
な
ら
ず
、
盛
安
の
歌
書
へ
の
関

心
を
も
示
す
事
例
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
「
盛
安
」
の
円
印
や
「
杉
原
出
雲
」
の
単
辺
方
形
印
に
加
え
、
新
た
に
判
明
し
た
印

記
も
ふ
く
め
、
蒐
集
家
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
追
究
す
べ
き
問
題
と
い
え
る
。

五

括

以
上
の
よ
う
に
、
中
井
正
知
と
杉
原
盛
安
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
文
学
史
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
二

-315-(282) 



人
の
人
物
を
取
り
あ
げ
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
し
た
絵
巻
を
例
に
、
近
世
初
期
に
お
け
る
絵
巻
制
作
の
一
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

(281) 

い
ず
れ
も
江
戸
初
期
の
公
家
文
化
圏
と
の
密
接
な
か
か
わ
り
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
、
自
ら
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
、
絵
巻

制
作
に
尽
力
し
て
い
た
様
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
困
窮
の
一
途
を
た
ど
る
公
家
に
代
わ
っ
て
、
時
に
は
料
紙
や
軸
な
ど

を
も
調
達
し
、
絵
巻
制
作
に
お
け
る
人
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
彼
ら
の
姿
に
は
、
貴
顕
の
よ
う
な
前
代
の
絵
巻
制
作
者
層
と

は
異
な
る
、

い
わ
ば
名
も
な
い
人
々
に
よ
る
文
化
活
動
が
そ
の
後
の
近
世
文
芸
を
花
聞
か
せ
て
い
く
と
い
う
、
新
た
な
時
代
の
文
芸
文
化
の

萌
芽
を
見
て
と
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注(
1
)
 
高
岸
輝
氏
「
室
町
殿
絵
巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
」
(
『
室
町
王
権
と
絵
画
|
初
期
土
佐
派
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

ど
参
照
。

(
2
)
石
川
透
氏
「
浅
井
了
意
筆
奈
良
絵
本
・
絵
巻
類
」
(
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』
三
弥
井
書
店
二
O
O

三
)
な
ど
参
照
。

(
3
)大
谷
大
学
文
学
史
研
究
会
編
『
魚
太
平
記
校
本
と
研
究
』
(
勉
誠
出
版
一
九
九
五
)
な
ど
参
照
。

(
4
)城
戸
久
氏
編
『
中
井
家
系
譜
』
(
私
家
版
一
九
五
一
)
、
高
橋
正
彦
氏
『
大
工
頭
中
井
家
文
書
』
(
慶
鷹
通
信
一
九
八
三
)
、
谷
直
樹
氏
『
中

井
家
大
工
支
配
の
研
究
』
(
思
文
閤
出
版
一
九
九
一
一
)
、
同
氏
「
大
工
頭
中
井
正
知
と
近
世
京
都
の
復
興
」
(
『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
|

『
隔
箕
記
』
の
世
界
』
思
文
閤
出
版
一
九
九
八
)
な
ど
参
照
。

(
5
)
本
絵
巻
の
特
徴
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
尼
寺
と
絵
巻
|
真
盛
上
人
伝
の
一
型
l

」
(
『
説
話
文
学
研
究
』
四
三
二
O
O
八
・
七
)
に
お

い
て
検
討
し
た
。

『
西
方
尼
寺
伝
』
に
つ
い
て
は
現
在
非
公
開
の
た
め
、
西
教
寺
蔵
の
写
真
に
よ
っ
て
分
析
を
試
み
、
以
下
の
本
文
等
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
り
私

に
翻
字
し
た
。

二
O
O

四
)
な

-316-

(
6
)
 



(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

天
台
真
盛
宗
宗
学
研
究
所
編
『
訳
註
真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
(
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会

八
耳
哲
雄
氏
『
無
欲
の
聖
真
盛
上
人
』
(
星
林
社
二

O
O

七
)
参
照
。

岡
佳
子
氏
「
鳳
林
承
章
と
「
隔
葉
記
』
」
(
『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
|
『
隔
糞
記
』
の
世
界
」

研
究
会
編
『
隔
莫
記
総
索
引
』
(
思
文
閤
出
版
二

O
O

六
)
な
ど
参
照
。

緑
川
明
憲
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
山
科
道
安
編
『
椀
記
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
随
想
集
」
岩
波
書
店
)
な
ど
参
照
。

小
嶋
莱
温
子
氏
・
小
峯
和
明
氏
・
渡
辺
憲
司
氏
編
「
源
氏
物
語
と
江
戸
文
化
』
(
森
話
社
二

O
O

八
)
な
ど
参
照
。

稲
本
万
里
子
氏
「
バ
1

ク
財
団
蔵
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
賢
木
巻
」
(
前
掲
注
(
日
)
所
収
)
参
照
。

拙
稿
「
偽
経
・
説
話
・
物
語
草
子
|
岩
瀬
文
庫
蔵
『
釈
迦
井
観
音
縁
起
』
絵
巻
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
「
仏
と
女
の
室
町
物
語
草
子
論
』
笠
間

書
院
二

O
O

八
初
出
二

O
O

五
)
。
な
お
、
以
下
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
杉
原
盛
安
と
そ
の
文
化
営
為
」
(
石
川
透
氏
監
修
/
阿

部
泰
郎
氏
・
阿
部
美
香
氏
編
「
岩
瀬
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
絵
巻
解
題
図
録
』
二O
O

七
)
を
も
と
に
、
新
た
に
知
り
得
た
情
報
を
加
え
る
な
ど
、

訂
正
・
増
補
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

岡
見
正
雄
氏
「
説
教
と
説
話
|
建
保
四
年
写
明
尊
草
案
集
中
の
一
説
話
の
釈
文
l

」
(
『
国
語
国
文
』
一
一
六

l

八
一
九
五
五
)
。
こ
の
他
、
徳

田
和
夫
氏
「
「
月
日
の
本
地
」
の
典
拠
小
考
」
(
神
道
大
系
八
六
『
中
世
神
道
物
語
』
月
報
一
九
八
九
)
、
牧
野
和
夫
氏
「
七
寺
蔵
『
大
乗

見
沙
門
功
徳
経
』
と
「
因
縁
・
説
話
」
」
(
『
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
』
四
一
九
九
九
)
、
箕
浦
尚
美
氏
「
金
剛
寺
蔵
〈
侠
名
孝
養
説
話
集
抄
〉

に
つ
い
て
」
(
平
成
十
六1
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
礎
研
究

(
A
)「
金
剛
寺
蔵
一
切
経
の
総
合
的
研
究
と
金
剛
寺
聖
教
の
基
礎
的

研
究
』
研
究
成
果
報
告
書
第
一
分
冊
二

O
O

七
)
参
照
。

刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
蔵
本
(
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)
に
よ
る
。

東
京
国
立
博
物
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
、
私
に
翻
字
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
、
私
に
翻
字
し
た
。

佐
々
木
孝
浩
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
斯
道
文
庫
古
典
叢
刊
之
六
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
第
三
巻
仮
名
本
(
勉
誠
出
版
二

O
O

五
)
参
照
。

阿
部
美
香
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
櫛
笥
節
男
氏
『
宮
内
庁
書
陵
部
書
庫
渉
獄
!
書
写
と
装
丁
|
』
(
お
う
ふ
う
二

O
O
六
)
参
照
。

池
和
田
有
紀
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
『
文
明
歌
合
』
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
』
(
風
間
書
房

一
九
八
四
)
な
ど
参
照
。

(280) 

一
九
七
二
)
参
照
。

思
文
閤
出
版

一
九
九
八
)
、
『
隔
莫
記
』

(
叩
)

(
日
)

(
ロ
)

(
日
)

(
凶
)

-317-

(
日
)

(
凶
)

(
げ
)

(
同
)

(
円
)

(
加
)



(
引
)
中
世
歌
合
研
究
会
編
『
中
世
歌
合
伝
本
書
目
』
(
明
治
書
院
二O
O

一
)
参
照
。

(
辺
)
伊
倉
史
人
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
三
重
県
立
図
書
館
第
四
八
団
地
域
ミ
ニ
展
示
「
山
名
家
と
山
名
文
庫
|
津
に
3
0
0

年
続
い
た
学
び
の
家

系
l

」
一
一O
O
七
・
五
)
参
照
。

(
お
)
中
川
博
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
内
題
「
西
行
上
人
集
」
。
近
世
前
期
の
写
し
か
。
本
文
の
系
統
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
川
氏
に
よ
る

御
考
察
を
待
ち
た
い
。

(
包
)
伊
倉
史
人
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

二
0
0
0

・
七
)
な
ど
参
照
。

武
井
和
人
氏
「
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
集
釈
義
』

孜
ー
附
翻
刻
・
校
異
」
(
『
研
究
と
資
料
』
四
三

同
川
一
川
「
H
U

防
削
じ
一
回
一
日

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
を
御
許
可
頂
い
た
各
機
関
、
並
び
に
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
諸
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
(
二

O
八
二
O
O

四
六
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(279) 


